Distribution of Kazenomiya around Toyama Plain and its related Factors by 田上 善夫
富Lu大学教育学部研究轟裏 No.4:1 3- 28(20 01)
富山平野周辺 の 風宮の分布と その要因
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A bstra ct
Distribution of Ka ze n o m lya, Shrine of wind g
･
od, a nd its r elated facto rs ar etr.eated in this study. Pe ople pray
at Ka zen o m lya fo r ago od harve st, but m a ny other re as o ns affect to its distribution . So m e r es ults ofthis study
are a sfollo w s･ 1) T here are u s u ally shrin e
,
of w atergod n ear the shrin e of wind god･ But both gods are dis-
tin guished fro m ea ch othe rby their cha r acters. 2)T he cha r acter of wind god 皿 ay be simila rto god of m o untain .
W ind god ishidde nbehindthe m o u ntain god at ty pic ala re awhe r ethe m ou ntain･godis e nshrin ed. 3)Kazen o miya
haskeptits cla ssic style. Sto n e, specials a nd o rgia nt tre e a re c o nsidered as the symbol of god. 4)Eaze n o miya,
like m a ny other shrin e s, is affe cted fro m the ar ra nge me nt of shrine at m oder n tim es. God of wind is cha ngedto
the god of grain s. 5)Kaze n o miya hasbee n affected by the spr e ad of fa m o u s shrine s. Itis clear especially at
the border are a of fe udalcla n.
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が全国各地にみ られ る(田上善夫, 2000a) ｡ ま た, 風鎮を
祈願する祭りも全国各地で行われ て おり, 地域 により風祭,
風鎮祭, 風止などさまざまな名で呼ばれ て い る(田上善夫,
2000b)｡ 風祭 に は各家や部落で行われるも のか ら, 広域か
ら多数の人々が集まるもの ま で'ぁり, 中に は北陸に もみられ
るよう に, 奉納行事が芸能とし て発展して い る場合などもあ
る(田上善夫, 2001)｡ こ う したさまざまな風宮および風祭
の 伝統は, 生産の中心で ある稲作に対して 強風が収穫を損な
う脅威であるため, 鎮風祈願が広く行われた ことを示して い
る｡
富山県で もとく に富山平野南部の婦負郡 ･ 上新川郡で は,
風神を配る社両は風宮あるい は不吹堂とい われ て い る｡ 大正
げぷ ぜ
年間に は, こ の地域の卯花村掛畑, 黒瀬谷村下伏領, 船瞬村
すぐさか
直坂, 福津村下双嶺の 4 ヶ所 の不吹堂が紹介されて い る(田
口克敏, 1917)｡ ま た この 地域で は風祭は風神祭とい われ る
ほか, 風の盆ともいわれる｡ 八尾町で は幕末以来二百十日に
盆を行 っ て き たが, 大正の なかばから周辺の農村で行われて
い る風の盆を月文り入れるとともに, 町特有のおわら唄に おわ
ら踊りを組み込み, おわ ら祭りを行 っ た (卯花村史編纂委員
会, 1951)0
た だし災害をもたらす強風にも台風や フ ェ ー ン など異なる
総観気候学的な条件のもと で発生するも のがあり, そ の影響
は地域の地形の違い などに より異なるが, 風神は風の最も強
いと ころ に配られるわけで はな い ｡ ま た風祭とよばれるもの
ち, 風 を鎮め五穀豊穣を祈願するのみならず, 天と地の神を
肥り, 国造りや開拓のもようを再現し, 悪霊を払うなど風災
の ほか にもさまざまな内容を含ん で い る｡ そ の ため風宮およ
び風祭は鎮風祈願に ま つ わるもの であ っ ても, その周辺地域
にお い て風災は必ずしも明瞭に認知されるもの で はな い こ と
がある｡
局地内にお い て もまた広域にお い て も, さ ま ざまな風宮お
よび風祭がみられる ことは, そ れぞれ の土地ごと に風災の 出
現また対応に差異があり, さ らに他の地域と のかかわりの 中
で変遷した ことを示して い る｡ そ の ため本論で は こうした風
の 祭示巳に つ い て , それ ぞれ の地域における土地の自然的基盤
との かかわりや周辺地域からの影響また交渉などの諸要因に
つ い て , 検討する ことを目的とする｡ そ の端緒として風宮が
多数分布して いる富山平野南部山麓地域を例に し, 風宮の お
かれた地点周辺の地形を中心に風などとめかかわりから調査
する｡ ま た富山平野を例として , 風宮 のおかれた地域と周辺
における社両のかかわり に つ い て検討する｡ さ ら に広域に お
ける風宮と, 他地域から勧請されその後名称を変えるなど古
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1 . 八尾町久婦須谷周辺 の不 吹堂
富山平野南部の山麓 一 帯は, 砺波平野南部と同様に強い南
＼
風の吹走する地域である｡ こ こ の黒瀬谷の小長谷に は, 風吹
の埠名もある｡ 前述の ように婦負郡 ･ 上新川郡に は, 古くか
ら不吹堂の分布が知られて い る｡
そ の 中の掛畑は, 八尾町を北流する久婦須川によ っ て形成さ
れた河岸段丘上に ある (図1)｡ 久婦須川左岸の掛畑をはじ
みやの こし
め 右岸 の宮腰, ま たその西隣の笹原谷は, か っ て卯花村に属
した｡ 掛畑 で は300余年前に上流の小原村の下に堰を設け て
用水が引かれ , 宮腰で は天保年間に用水が開整された (成瀬
昌司, 1967a)0
一 方下伏は, 室牧川と神通川に はさまれた小起伏の八尾山
地の最東部にある(図1)｡ 卯花村の下流側および東側山地
の北谷は, か つ て黒瀬谷村に属した｡ 北谷 には下伏の はか ,
どう ね のう え
土, 根上, 北谷の部落がある｡ 昭和28年の 町村合併後に 黒




大正の はじめ に掛畑の不吹堂と記されたも の は, 現在は跡
が残る のみ で ある｡ この掛畑付近は神通川沿岸の大沢野面に
相当する中位段丘上に ある(深井三郎, 1979)｡ 上黒瀬の八
幡宮の下流側から, 西の小起伏山地に解析された小谷 へ の道
を10m は ど入り, そ の右側の 山道を登ると用水に出る｡ 10m
は ど進むと用水を渡る橋があり, 渡 っ て 斜面をさらに30m ほ
ど登 ると, 標高190m付近の平坦な地に不吹堂の 跡があ る
(図2)0
か っ て は, こ こ で祭りが行われたとい う｡ 後述の上黒瀬と
異なり, 氏子だけが集ま っ た｡ 堂の前 に莫産を敷い て座り,
神主が風神の 祝詞をあげたo その後お神酒と重箱に詰めて き
た油揚げや蒲鉾な どで 直会を した｡ 全部 で 2時間くらい で
あ っ た｡ ま た明治の頃に は, 60kgの俵を持ち上げて 2秒静
止する力く ら べ があ っ た｡ さ らに 7斗 の重さ の石もあ っ た｡
う どん の食べ く ら べ などもされたと い う｡
こ の不吹堂は, 現在は掛畑八幡社に合把され て い る｡ 同社
ほんだわ けの み こと
ば諏訪 の上に あり, 誉田別命を肥る｡ 一 時釈迦堂ともい われ
た｡ 八幡社は合肥される以前から不吹堂と関係があ っ た が,
とん ご
不吹堂とは呼ばずに , 掛畑頓後の地に風の宮があり風水害の
守護神ととも に龍田比古と龍田比嘩を把ることが記され て い
る(卯花村史編纂委員会, 1951)｡ 現在 で は八幡社の 祭りは
3月1日, 4月6 日, 8月21 日で ある｡ 不吹堂があ っ た当時
の神主に後継者がな い こ とか
図1 八尾町案部の地形と風宮の分布
小起伏の 八尾山地を別荘川 や久婦須川 が北流す る. 久婦須川 の 左岸に中位段丘, 右岸に低位段丘が
続 き, そ の 間 は谷底平野 と な っ て い る｡ 八尾 山地最東部 に は山頂 ･ 山腹緩斜面が点在 し, 水田が 棚状
に 開か れ て い る｡ 国土地理 院 (平成 4年) 富山地区空中写真より 作成｡
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ら, 杉原神社宮司を迎えて行
われ て い る｡
かぜん どう




た｡ 風堂 の呼称は, この付近




る用水に 出る｡ 用水に沿 っ て
200m は ど上流側に進み , そ
こ から右に登ると上方に畑が
広が る｡ そ の最上部の 標高
220m 付近 に , 立石が肥られ
て い る (図3) ｡ そ の さ ら に
200m は ど奥を滝谷と い い ,
奥寺があ っ たと い う｡
こ の風堂は現在では上黒瀬
八幡宮に移り, 同宮に は誉田
別尊ととも に , 龍 田比古神 ･
龍田比売神が示巳られ て い る｡
同宮はもともと村人が産土神
と して奉斎して きたもの で ,
富山平野周辺 の風宮の 分布とそ の 要因
図2 八尾町掛畑の不 吹堂の跡
五輪塔の 上部と基部が残 る. こ の 不 吹堂は ,
10年ほ ど前に掛畑の八幡宮に合紀された o 宮ご
と合社する際, 着色された木製の神像を人々 が
頒けあ っ た｡ 神像は仏さんともい われたとい う｡
かぜんどう
国 4 八尾町宮腰の 風 堂 の跡地
圃場整備 で , 現在は水田にな っ て い る｡ こ の風
堂は , 1 0 0m ほ ど下手 の宮腰の八幡宮に , 大正 の初
め頃に合紀された｡
図6 八尾町外堀の風の宮
八幡宮の境内社 にな っ て い る｡ か つ て山の 上 にあ っ
た風堂を, こ こ に降ろした ｡ 砺波か ら移 した砂を, ご






手前側の 斜面は耕作地で 宮田 と い うo 立
石 の 表面には何も書かれて い ない ｡ 祭 り の
ときには一 石を持ち上げて力比 べ を した .
図5 八尾町外堀の風堂の跡
丘陵上 の最上部を宮腰用水が流れ , 平坦面
に水田が開かれて い る｡ 風堂の位置は宮腰用
水を分水 して落下させ ると こ ろにあたる｡
図 7 八尾町上笹原の神算の杉
天明年間(17 8 1- 178 8)に稲荷用水を引い た古
宿の 長兵衛が , 配 っ て い た と い われ る｡ 日枝社
の祭 り の ときには, 神官が同社よ り こ の杉 の 方
向を向い て遥拝する｡
図8 神通川流域山麓部での神社分布 (大山町 ｡ 大沢野町 ｡ 細入村 ･ 八尾町 ･ 山 田村)
神明社が広域に展開するが , 神通川の 左岸側 で は八幡社が多数み られ る｡ 山間部でも八幡社の 分布が卓越する｡ 水






















円の 大きさは神社総数を表 し± 最多は富山市の 30 8社 , 最少は舟橋村の 7社である｡ 神社 の構成割合は , 全県的に
神明社が圧倒的に多く , 八幡社がそれに次ぎ, 両社で過半数を占める｡ ただし, 宇奈月 町, 八尾町, 山田村, 細入村,
上平村 , 福岡町で は神明社は最多ではなく , 氷見市でも八幡社と 同程度で ある｡
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富山平野周辺の 風宮 の 分布 と そ の 要 因
八幡宮と奉称され るよう に な っ た の は, 元禄年間(1688-
1703)と いわれる｡ 今も境内に残る大樺が神実とされ て きた
が, 明治42年に社殿が造営された｡ 風宮, 龍田風社もまた
同年に合把されたもの で ある(卯花村史編纂委員会, 1951:
富山県神社庁, 1983)｡ 掛畑 の場合と同様に , 風宮は後の呼
称ではな いかと思われる｡
同八幡宮で は, 3月1 日が火祭り , 4月 6 日が春祭り, 8
月21日が秋祭りで ある｡ 祭り で は八尾町黒田に ある杉原神
社の宮司を迎え て , 風神 の祝詞を含め て 2 つ の祝詞があげ
られ るとい う｡ か つ て22ヶ村 の人達が集ま っ た頓 に は, 対
岸の宮腰からも人々が釆たとい う｡
こ こ で前節の掛畑の不吹堂と大岩の風堂は, 隣接した集落
の風宮である にもかかわらず, 以下の点で大きく異な っ て い
る｡ すなわち, 1) 呼称が 一 方 は不吹堂, 他方は風堂である,
2) 把り方がお堂と神像に対し, 立石 で ある, 3) 祭り参加
者は村人だ けに対し, 22ヶ村の人 々が集まる, 4) 合肥され
た年は最近に対し, 明治末とずれる｡ ま た, 不吹堂は上黒瀬
八幡宮に近接するの に , 遠い掛畑八幡宮に合面巳され た｡ これ
ら の こ とか ら, 両社を同列に扱えな い可能性もある｡
4. 宮腰の 風堂跡と八幡宮
久婦須川をはさん で上黒瀬の対岸に宮腰集落が ある｡ 宮腰
は, 神通川沿岸の春日面に相当する低位段丘上に あり(深井
三郎, 1979), 左岸側より新し い面 で あるが, 高度差ははと
ん どない ｡ こ の宮腰集落より上流側の標高190m 付近の と こ
ろ に , か っ て風堂が示巳られ て い た (図4)｡ 合示巳先の宮腰の
八幡宮は, 慶安 二 (1649) 年の勧請と伝わり , 誉 田別尊を示巳
る｡ 文久元(1861) 年に村の産土神となる｡ 現在 で は宮腰の
かみだ ん
氏神, 上谷 の氏神と風の神を合示巳して い る｡ 4月 6 日, 9月
6 日が祭り で , 杉原神社宮司を迎えて風神の祝詞があげられ
る｡
こ の付近で は春先や秋に風が強く , 稲 の穂だけ残して吹き
飛ばされ建物に も被害が出るとい う｡ ま た, こ こ よ り川上の
桐谷で はより強いと い う｡
ま た宮腰の八幡宮境内に は, 水 の神も配られ て い る｡ 宮腰
用水は, 安政元(1854) 年三月に , 桐谷芋川尻より宮腰のや
や下流側にある本法寺まで通水し, そ の と きに用水神が示巳ら
れた｡ 宮腰用水は文久二 (1862) 年に井栗谷まで延長され,
明治41(1908) 年7月に用水守護神が根ノ上丸地山に把られ
たが , こ の社もその後宮腰用水神社と して合肥され て い る｡
5. 外堀の 風の 宮と八幡宮
宮腰集落背後の小起伏山地に は, 上部ま で棚田が続く｡ 宮
腰 の段丘面とは違い山腹緩斜面で , 斜面上方に集落はな い ｡
そ の標高250m付近に も, 宮腰とは別の風堂が示巳られ て い た
そともうだ に
(図5)｡ 付近 の外面谷 (｢そで｣ と呼ばれる)･ 上谷 ･ 堀 田の
部落が合併して , 現在は外堀とよばれる｡ 以前は風堂の前で
1月1日に祭りをし, 雪の ときに は上が っ て いく の が大変だ っ
た とい う｡
外面谷の谷の奥は小さな盆地状となり, その最奥部に外堀
の 八幡社がある｡ そ の境内に は風宮が把られ て い る｡ 上述 の
山の上 にあ っ た風堂を移したもの である(図6)0 4月4日と
6月15 日が祭り で , 杉原神社宮司を迎えて風神の祝詞があげ
られる｡ た だし宮腰と異なり, 水神は把られて い な い ｡ 久婦
須川右岸の この地域 一 帯で は, 水神を宮腰で杷る 一 方で , 風
神は外堀で示巳るよう に したと いう｡
こ の風宮の御神体は砂といわれるが , 同様の御神体は他で
もみられる｡ 二百十日前後の風がとくに 強い上新川郡大山町
の小坂や花崎で も風神が配られ て おり, 小坂の御神体は, 一
升桝 に砂を入れたもの と いう (大山町史編纂委員会, 1964)0
6. 下伏の 不吹堂
八尾山地東端の大沢野町下伏で も, 山腹緩斜面の 上部まで
水田が続い て い る｡ 10年く ら い前 に基盤整備が あり, 田 一
枚あたりは広いが , 転作され て い ると こ ろも目立 っ ｡ 下伏は
宮腰用水の通 る主稜線部か ら東に遠く離れて お り, 大正9
年にな っ て ト ン ネ ル数個を通して 用水が引かれ た｡ 用水 の神
は下伏に は把られ て おらず, 宮腰の祭り に は こ こ からも総代
が行く｡
丘陵上の ひ ときわ小高い 山の上, 標高260m 付近に , 不吹
堂がある｡ 不吹堂で は風の 祭りが 6月15 日に 行われ る｡ 下
伏の 集落か ら1軒あたり1人, 男の 人だ けが参加し, 女 の
た く ひ
人や若 い者また子供も出ない ｡ 祭り には大沢野町塩の 多久比
れ し
礼志神社, 八尾町黒田の杉原神社双方の宮司が来る｡ 昔は笹
餅を作 っ た と い う｡
不吹堂の下方に は下伏と田地の集落があり, そ れぞれ に粟
島社がある｡ ど ちらの 粟島社も4月11日が祭り で あ る｡ 下
伏585の粟島杜は, 元和二 (1616) 年より, 歯の 神, 大 己貴
秤, 少彦名神を配り, 杉原神社宮司が祭りをする｡ 下伏827
の粟嶋杜は, や や新しく文化年中(1804- 1818)より少名彦
秤, 大己貴神を肥り, 多久比礼志神社宮司が祭りをする｡
不吹堂は小嗣で あるが , 双方の神社より神主が集うため,
産土神とは異なる扱いがされ て い るよう で ある｡
7 . 北谷の神社
下伏の北で は, 八尾山地東面の谷の中を中心に水田が続い
て おり, それぞれ の谷ごと に集落がある｡ 下伏に隣接した土
部落に は神社はなく, さ ら に北の根上に熊野社があり, 伊葬
内命が配られ て い るo 承応三 (1654) 年の創建といわれるが,
い す る ぎ ひ こ し ゃ
か つ て は伊須留岐彦社で あり, 明治10年頃に 改称したもの
であ る｡ 4月12 日と11月 8 日が祭り で , 杉原神社宮司がく
る｡ 境内に は新しい狛犬が奉納され て い る｡ 今 で は根上集落
には地元の人達はい なく なり, 営農の人達が入 っ て い ると い
う｡
そ の北の 八尾町北谷に は風宮等はな いが, 不吹堂が大沢野
の 下伏に あり, ま た宮腰の 不吹堂が用水脇に20年くらい前
ま で あ っ た こ とが , 部落の人 に知られ て い る｡ 北谷 に は熊野
社があり, 伊井再尊を示巳る｡ 天文十八 (1549) 年の勧請と伝
わるが, 根上と同様にか つ て は伊須留岐比古社で あり, 明治
4年頃の書上げの 際に誤 っ て熊野神社とされ たと いう｡ 祭り
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は4月12 日で , 杉原神社宮司がくる｡ 熊野社に は立石が二
重にあり･, ま た境内に は桂化木で作られたもの もある｡
さ こ ぎ
･ さ らに北の 八尾町東坂下で は, 不吹堂等は知られ て い な い
よう で あ っ た｡ 東坂下の熊野神社は, 天正三 (1575) 年の創
立と伝わり, 伊井再尊を配る｡ こ こ で も明治16年頃に , 伊
須留岐比古社を熊野神社と改称した｡ 祭り は4月12日 で ,
太鼓を叩いたりするが, 獅子などはなく, また女の人は供物
をして御詰りするが∴祭り には参加しな いと い う｡
こ れ ら の部落は下伏とは異なり, い ずれ も伊須留岐比古杜
を示巳っ て い た占 熊野杜と改称され て い るが , い ずれ にせ よ山
岳信仰の要素がみられる｡ こ の よう に風宮ある い は不吹堂が
な い 一 方 で , こ の地域に は山岳信仰の神社をもづ こと に特色
がある｡
Ⅲ 風宮と富山平野周辺 の神社
1 . 神通川流域の 神社分布
前述の 八尾山地の北で は, 飛越峡を北流して きた神通川と
立山から西流して きた常願寺川が扇状地を形成して い る｡ 神
通川に は西から井田川, 東から熊野川が合流する｡ 井田川は





1979)｡ 常願寺川の左岸は高位段丘の上野 ･ 大川寺台地, 和
田平 ･ 文殊寺台地, 黒牧台地が続い て い る(深井三郎, 1980)0
山田川上流の百瀬川上流域を除 桝ゴおよそ旧富山藩領で ,
現在は婦負郡山田村, 八尾町, 細入村, 上新川郡大沢野町,
大山町である｡ こ の うち神通川沿い の大沢野や細入をはじめ,
八尾も楢峠を介して飛騨との交流が深い ｡ 越中か らは のぼり
塩や飛騨ブリ等々 , 飛騨か らは こうぞ等の物資が行き来した｡
一 方, 八尾の大長谷から栃折峠を越えて金沢に至る ことはな
か っ た(成瀬昌司, 1967b)｡ そ の ため加賀藩との結び っ き の
強 い富山の中で , 飛騨あるい は内陸山地の影響を帯びる地域
で ある｡
こ の地域で は久婦須谷の みならず, 風 の盆 の行事が伝統的
に行われて きた｡ ま た扇状地上や谷筋に沿 っ て多く の神社が
分布しており, と く に 八尾山地西部の室牧川に沿う宮 ヶ 島や
上野付近で は, 多く の神社がみられる｡ 八尾山地東部で は,
小さな風宮や不吹堂はとく に八幡社に合示巳され て い たが, そ
の周辺を含め て も, 八幡社は多数分布して い る｡ とく に神通
川の西側で ある山田村, 八尾町, 細入村で は,-顕著に八幡社
が多い ｡ 次 い で多い の は神明社で ある｡ なお奉称されるとき,
八幡は ｢八幡宮｣ が ｢八幡社｣ を上回るが, 神明は ｢神明社｣
が ｢神明宮｣を上回る(図8)0
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. 特定社 へ の 集中につ い て
こ の地域に八幡杜が多い理 由は明らか で はない が, 中世 に
は開かれ て い た こ とを示して い る (杉原節雄, 1967)｡ 八幡
社の祭神で ある誉田別命は武神 ･ 軍神 であるととも に , 平和
の神 ･ 農耕の 神で あり(卯花村史編纂委員会, 1951), こ う
した面も こ の農村地域に受容された 一 因と考え られる｡
八幡社に次い で神明社が多い ｡ 八尾町の北に隣接する婦中
町で は, 神明社は新た に開かれた村々 に配られ, 大体江戸時
代の創建とみ られ て い る(長島勝正 , 1968)｡ とく に 山田川
より西の 山側で少なく, 井田川より東の神通川沿岸で は最も
多い (米原 寛, 1996)｡ 神通川の東の大沢野町また大山町
で も, 同様 に扇状地上に神明社が多くみられる｡ 古 い村 で八
幡社が多く新しい村で神明社が多い と いう傾向は, こ こ で も
同様で ある｡
熊野社も, 熊野川の 名にも示されるよう に, この付近で の
熊野信仰の盛行を示すとみられ て い る(重杉俊雄, _1958)0
また神明社も後に伊勢講を作る中で勧請されたもの で ある｡
お伊勢参りや熊野詣で の道筋は明らか で はないが , ゝ それ らの
神社が多い ことは こ の地域が交通の要路に ある こと に結び っ
くと考えられる｡
また, 山田村とそ の周辺に は多くの 牛療社がみられる｡.富
山平野と砺波平野の間に そびえる牛獄は, 金剛堂山や薬師岳,
さ ら に県東部の立山や僧 ヶ岳, 県西部の 白山や医王山また石
動山と同様に 山岳信仰の対象で あ っ た(久保尚文, 1978d)0
ま た熊野社も山の神や木の神にま つ わり , 開拓と同時に農業
の祖神とな っ た(重杉俊雄, 1958)の で , 山岳信仰の流れを
た ち お
く む と考えられる｡ ま た立山の地主神とい われる刀尾社を含
めて , こ う した山岳信仰の社が多くみられる｡ ただし これら
の社と風宮とは, 隣接する ことはな い よう で ある｡
3. 富山平野周辺 の地形と神社
風鎮祈願行事は富山平野南部だ けで なく, 砺波平野南部や
口能登地域で も行われる｡ た だしそれらの地域に分布する神
社は現在で は富山平野南部とは大きく異な っ て い る｡ 古く大
和政権の拡大にともな い , 大和政権およびそ の協力部族にも
とづ い て神社が編成替えされた｡ ま た神をもたらした氏族が
定住化すると, 祖先神も地縁神化して祭神の解釈も変わ っ て
いくと いう(久保尚文, 1978b)｡ 風土記に も神社は社号のみ
しか記さ れず祭神の 知られ ぬ も の もあ っ た が , 本居宣長
(1729- 1790)が指摘するよう に , 後 に記紀などより似通 っ
た神名を そ の神社の神と定めた類も多いと い う｡ さ らに富山
に おける神社の 史料は, す べ て 江戸一明治期のもの で ある
(久保尚文, 1978a)｡ 延長五(927) 年の延書式から知られ る
の は越中は33社の み で あり , 風の 神が肥られ る にせ よ現在
の神社や祭神は往昔の姿とは大きく異なる ことを前提に考え
なければならな い｡
平成8年の資料にもとづく と, 富山県内に は合計2,400余
の神社がある｡ 県内のす べ て の神社名に つ い て , 市町村別に
そ の数を集計する｡ こ こで は複合名の神社や境内社も対象に
含ん で い る｡ 神社は富山県全体で は, 神明, 八幡, 諏訪, 熊
野, 白山, 天満, 稲荷, 日枝, 日吉, 住吉, 春日, 金刀比羅,
牛乳 八坂, 愛宕, 火宮 の順 に多 い (表2参照)｡ これ らは
牛森を除くと, 全国でみ られる神社名であり, 勧請され て広
ま っ た神社が多い ことを示し て い る｡
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富山平野周辺の 風宮 の 分布 と そ の 要因
富山県内の35市町村別にみ て も, 神明社の構成割合は全
県に わたり多い ( 図9)｡ た だし氷見市および内陸の町村の
中に は, 八幡社が最も多い地域がある｡ ま た諏訪社は, 呉東
と氷見方面に多く , 砺波平野に はほ とん どみられな い｡
4 . 特定杜へ の 集中の経緯
富山県で は, 名社中でも神明社が著しく多く, 江戸時代で
も同様で ある(田上善夫, 2000a)｡ 近年 で も, 大正13年に
2960の 神社がある中, 天照大神を杷るの は1212社あり, 昭
和57/58年に は宗教法人の 神社は2277社, 神明社が717社で
あ っ た(小倉 学, 1984)0
こ の最多の神明社に関し て, 富山県内に は弘田御厨や鵜坂
御厨があ っ た｡ 室町時代に は伊勢朝熊御師 ･ 道者の活動に と
もな い , い た ると こ ろ に神明社が勧請された (久保尚文,
1978d)｡ 江戸時代にも , 新田開発, 用水掘削に 関して示巳ら
とつ み や
れ た(久保尚文, 1978e)｡ 同様に熊野社も, 立山外宮が新熊
野杜領に加え られ て御師の 活動が盛ん になり, 中世 の田畑開
拓の神とし て勧請された(久保尚文, 1978d)0
神明社に次い で多い八幡社は, 古くか ら貴族や寺社の荘園
に勧請されたよう である｡ た とえば放生津の守護所や , 高瀬
庄地頭方の東大寺八幡宮, 福光の 宇佐八幡宮などがある(久




社 も滑川 一 帯の堀江荘を領した(久保尚文, 1978d)｡ ただし
八幡杜に とくに集中がみられ, さ ら に荘園の な い山間部にも
広ま っ て い る｡
延書式以降の資料を欠くため, 上述の変遷の詳細は明らか
で はな い ｡ た だし近世に は大きく変化した｡ 前田利長は慶長
十五 (1610) 年に , 高岡城内に稲荷大明神を勧請し, 寛永十
≡(1636) 年に は, 高岡神明, 八幡, 熊野, 稲荷, 大木神社
に敷地 ･ 作田を寄進した｡ 富山藩で も前田氏の祖の菅原道真
に ちなみ天神信仰が普及した｡ 日枝山王杜も前田氏の尊崇を
受 け, 伊勢御師に も氷見小境の 地を安堵した( 久保尚文,
1978e)｡ これ らの 神社の 多くは, 現在富山県内で多数を占
めて い る｡ ま た, 延宝二 (1674) 年に は, 越中で は神明社と
八幡杜が はぼ桔抗して い たが , 天保六(1835) 年には, 神明
社の割合が急増した の に対 して , 八幡宮は急減した(田上喜
夫, 2000b)｡ 神明社の 割合は天保の 頃に は現在とほぼ同様
で あり, 集中に は前田氏の政策が反映して い るよう に考えら
れる｡
まれぴと
ま た富山にも客人信仰と して素重唱命, 大国主命ら出雲系
の神々を祭神とする神社も多い とい われる｡ もともと能 ･ 越
両国を通じ て能登羽咋の気多大社は最有力の神社で あり, 富
山に も伏木に気多神社がある(久保尚文, 1978c)｡ ただ し前
述の よう に古くは名神は少なく , 新たな神名に付会して 由緒
が作られた可能性はある｡ 北陸道から離れた能登で は特徴的
な神社分布があるが , 氷見の神社の構成割合が特異である の
ら, その影響を受けたと考えられる｡ ま た八尾も同様で, 隣
接する飛騨との交流の影響を受けたとみ られる｡
Ⅳ 風宮と広域にお ける神社の 変容
1 . 神社の 名称の 差異
全国的には風祭は内陸や沿岸地域など各地で行われ ており
(田上, 2000b), か つ 八幡社や神明社のみ に結び っ く わ けで
はな い ｡ 風の祭把は名神社の勧請以前か ら行われ て い たが ,
各地 の神社の変遷は風宮を変容させたと考えられる｡ とくに
現在の神社の構成は風宮に も影響して い る｡
平成7年の 全国神社祭把祭礼総合調査(全国神社祭把祭礼
総合調査本庁委員会, 1995)に は, 現在神社本庁で所管する
神社を基本に , 単立法人の神社が所載され て い る｡ これ に基
づ い て熊野, 諏訪 多賀の三社の県別数が集計された｡ 熊野
神社は全国的に みられる の に対 して , 諏訪神社は特定地域に
集中する(神社本庁教学研究所, 1996)0
上記資料か ら, 都道府県別また市町村別に神社数の 集計を
行う｡ 神社の 名称は後から字をあ てたものが多く, 同 じ神社
名でも漢字表記はさまざまで ある｡ そ の ため ひ らがな表記に
つ い て集計する｡ た だし神社名は, 0 0 神社の はか , 社, 神
宮, 宮などの奉称があるが , 基幹 の神社名に つ い て集計した｡
ま た, 奉称の濁音や物音で の ひ らがな表記の差異も同 一 の も
の と した｡
こ の よう に都道府県別に神社名ごと に その数を集計すると,
多数みられる神社は地域的に異なる ことがわか る｡ 延書式で
は, 神社名は個々 に異なり土地固有の名が多いが, 現在で は
む しろ広域に わたる神社が数多い｡ これ らは後世に勧請され
たもの であり, こう した広域に神社が展開すること に より,
さ まざまな影響が もたらされたと考えられる｡
2. 本社と境内社
本社のみ で都道府県別に 5社以上みられるもの を対象と
して , 全国で度数を集計し, さ らに境内杜に つ い て も集計し
た｡ 境内社はか つ て別 の地 にあ っ た神社が合肥されたりした
もの で, 本社と同様に地域に密接な関係をも っ た め で ある｡
集計の結果, 全国 にわた っ て多数み られる神社があり, その
中で主要なもの を示す(表1)0
表1 主要神社の本社お よび境内社の 数
本社 境内杜 本社 境内社 本社 境内社
あきば 324 1143 さん 2985 914て んまん 2281 110 2
あた ご 896 611 しらひげ 292 44はく さん 1798 255
いっくしま 576 474 しんめい 4067 721はちまん 8723 1176
い なり 3504 4655 じゅうに 653 51 ひえ 625 100
おお とし 551 167すがわ ら 692 364 ひかわ 270 19
か しま 687 103すさの お 259 93 ひよ し 951 132
かすが 1134 281すみよ し 616 248 はしのみや 185 9
かとり 477 27すわ 2693 348 み しま 474 54
きふね 429 146 せんげん 354 227 やさか 1274 1393
くまの 2588 327つ しま 322 714 やま 3109 1713
こうたい 335 140て ん 4034ー2528 わかみや 913 660
こ とひ ら 595 979 てん じん 1277 799
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本社と境内社の割合は, 神社 に より異なる｡ 本社として 把
られるより境内社として杷られる ことが多い の は, 秋葉社,
稲荷杜, 金刀比羅社, 津島枚, 八坂社で ある｡ 愛宕社, 厳島
社, 菅原社, 浅間社, 天神社, 山神社, 若宮社も, 境内社は
本社の過半に達する｡ 一 方, 番鍛社, 白髭社, 神明社, 十 二
社, 諏訪杜, 白山社, 八幡社, 日吉社, 氷川社, 皇宮社, 三
島社は, 境内社が少なく , 本社 に対し て 2割以下で ある｡
ただ し本社として示巳られるか , 境内社として 肥られるかは地
域に よ っ て も異なる｡
境内社が多い の は, 秋葉社が火伏, 稲荷社が豊穣 ･ 商売,
金刀比羅社が航行安全, 津島社 ･ 八坂社が疫病除の よう に ,
霊験ある い はご利益が明瞭である ことが関係すると考えられ
る｡
一 方で境内社が少ない の は, 特定の地方に分布が限られて ,
勧請される ことが少なか っ た こ となどが関係すると考えられ
る｡ たとえば氷川社は埼玉県大宮市に あり, 素蓋鳴尊, 櫛名
田姫命, 大国主命を示巳る｡ 武蔵国 一 宮 で, 東 は元荒川, 西は
川崎まで に多 い ｡ しかし, 古く杵築大社( 出雲大社)を配 っ
た ため, 他で は八坂社, 天王社の名で配 っ た と考えられ て い
いはさくの か み
る (川 口謙二編著, 1999)｡ 星宮社は栃木県に多く, 磐裂神,
ねさくの か み
根裂神が肥られる｡ 高知県で は星神社が多く, 天御中主命な
どが祭られる｡
3. 広域 に分布する神社とその 分類
前節の集計は, 同 一 表記の も の に つ い て で ある｡ た だし表
記に はさ らに差異が ある｡ すなわち, a) ｢づみ｣, ｢ずみ｣
など旧仮名づか いや濁音, b) ｢い っくしま｣, ｢むなかた｣,
｢べ ん ざ い て ん｣ な どの 異
称, c) 0 0八幡, × × 八
幡な どの地名を冠した複合
名, な ど で ある｡
こ れ ら の差異は同 一 と し
て扱い , さ らに境内社を含
めて , 都道府県別に , 名称
ごと の数を再集計する｡ そ
れ に は本社の名称が全国で
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項目間 の 距離 と して , マ - ラ
ノ ビ ス の 汎距離を用 い る｡ 結合
過程 で の 距離 の 再定義 に は 最長
距離法を用 い る｡
の よ うに全国を 二分するような成分が導かれる｡ これ らは神
社分布の特色を必ずしも適切に表さな いため, ク ラ ス タ ー 分
析法を適用し, 各神社の分布の特性を把握する｡
ク ラ ス タ ー 分析の結果, 大きく 6 つ の型 に分類される(図
10)｡ すなわち, 中部, 全国, 内陸, 関東, 中国, 九州 に分
布の中心をもっ型があらわれる｡ そ の分類に したが っ て , 神
社の都道府県別の数を示す(表2)0
4 . 神社分布に み られる タイ プ
中部型 : とくに東海 ･ 北陸地方 へ の集中が顕著なもの であ
る (図11上)｡ こ の よう に , 東海 ･ 北陸に分布の中心がある
の は, そ こ に本源をもっ神社で ある｡ 秋葉社は静岡県西部の
秋葉山に , 津島社は愛知県津島市にある｡ 秋葉山三尺坊大権
お はなむちの み こ と
現 は火伏せ の神と して , 素重唱尊, 大穴牟遅命を肥る津島社
は疫病除けの神として , そ の周辺地域および都市部に勧請さ
れたとみ られる｡ 一 方, 白山社の本源は石川県鶴来町の白山
しらや まひ め の カゝ み
比嘩神社で , 白山比嘩神ある い は菊理媛神を示巳る｡ 白山修験
として , 地元に関係の深い浄土真宗や曹洞宗の布教とともに,
勧請されて い っ たとみられる｡
た だし八幡社および神明社は, 東海 ･ 北陸地方の はか にも,
全国的に分布する｡ 八幡社は青森, 宮城, 秋田 の東北地方北
部や岡山, 広島, 山口 , 徳島の瀬戸内地方で も構成割合が
1割を超え て い る｡ 宇佐八幡宮は応神天皇を面巳り, 国家鎮護
の神と して , 東大寺をはじめ最も早くか ら仏教と習合 ･ 提携
したため, 寺院の鎮守として全国に勧請され, さ ら に源氏 一
族 も氏神として崇めたため, 御家人 一 統の武家の守護神とし
て各地に勧請された (川口謙二編著, 199)｡ 藤原氏の氏神
で ある鹿島 ･ 香取 の神を肥る春日社も, そ の地方荘園などか
ら展開したもの とみ られる｡ この よう に古くから の寺社や武
士に結び っ くものが多いが , とくに 中部に分布が集中するの
は, 都 や幕府など国の 中JL､に近 い こ と に かかわるよう に考え
られる.
全国型 :東北地方から九州地方にわた一っ て分布する (図11
下)｡ 熊野三山は平安時代に仏教修行の道場となり, 羽黒山
伏と提携して東北 一 円に勢力を伸ばし, 熊野比丘尼も熊野の
本地を語 っ て 回 っ た(川口謙二編著, 1999)｡ 熊野詣で は上
皇から庶民に至るま で広ま っ た｡ また海難除けや雨乞いなど
水に纏わ る琴平杜も, 伊勢とならん で誰もが 一 度 は詣で ると
こ ろで あ っ た｡ こ の よう に広範な庶民の崇敬の対象で あ っ た
こ とが , 全国的な展開の 一 因と考え られる｡
山神社は福島な どで は ｢ やま じん じ ゃ｣, 長野で は ｢やま
のかみし ゃ｣, 佐賀 では ｢やまがみし ゃ｣, 山梨や大分など で
は ｢さん じんじ ゃ｣ とよび, 大山砥命を示巳る｡ 山の民の間 で
は獣や樹木を支配する山の神であり, 農民の 間で は春から秋
ま で 山を降り て田 の神 になる｡ ま た, 愛宕社は, 京都市右京
区の愛宕山に祭られる防火の神で ある｡ 稲荷社はむろん農業,
商業 の神で ある｡ こ の よう に , 山で 田 で町 で, 普遍的な祈願
の対象である こと に より, 全国的に杷られて い るものと考え
られる｡
な お皇大神社は山形に多く , 天照大神を示巳る｡ 同様 に天照
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衷2 主要神社の 分布型と都道府県別の数




総 秋 津 神 白 八 春 愛 稲 熊 琴 山 里 大 十 諏 三 鹿 香 八 水 浅 目 厳 大 住 賀 荒 蛭 貴 天 日 若
県 数 章 島 明 山 幡 日 宕 荷 野 平 太 山 二 訪 島
祇
鳥 取 坂 間 枝 島 歳 吉 茂 子 船 清 吉 宮
北海道 1055 4 1 3 3 47 0 5 139 4 21 5 1 7 0 2 3 1 1 0 101 0 24 0 5 2 06 0 11 0 2
青森 823 0 0 50 12 139 7 9 169 56 7 3` 0 14 1 9 3 6 3 5 31 2 14 0 1 6 0 1 7 12 2 2
岩手 1109 12 4 32 24 104 3 37 107 59 13 11 3 33 0 13 3 3 0 5410 0 3 9 0 4 7 22 3 2 5 7 4
宮城 1267 25 342 16 156 648 58 83 7 30 7 6 117 2 44 4 18 8.1 11 5 0 4 81 1 4 53 6 4
秋 田 1571 5 1 203 32 200-4 39158 6214 50 0 91 27 3 7 1 14 15 1 8 6 0 78 3 4 2 36 13 5
山形 2204 19 5 39 61 196 13 35 277 131 29 145 23 1 6 3 56 9ll-0 37 15 2 3 7 29 0 146 1 2 7 43 3 6
福島 3861 2514 76 43 291 32136 504 298 231 18 11 63 11 145 38 81 3■133 29 18 26 33 2 28 4 1 2 16 132 28 46
茨城 339921 0 4 9 31 185 24 119 313 92 35.7 13 5 24 5012 347 248 2Ⅰ4 46 57 3 7 3 6 010 7 3 2 8 169 1 2 6
栃木 2422 6 6 54 18 112 13 103 161 55 48 21 5 4 20 21 13 51 1 217 15 37 2830 0 819 2 2 2 100 7 1
群馬 1698 19 0 72 20 115 8 20 136 32 16 0 0 17 5 138 8 7 2 125 10 26 2519 0 511 0 1 1 74 1 3
埼玉 3327 20 7 10 1 32 205 19 68 422 49 25 9 5 8 8 112 11 8 125 348 20 9841 2 5 012 1. 5 4 2 177 6 7
千葉 3831･9 1 136 42 321 62 39 249 246 43 43 16 18 18 98 19 23 77 191 97 104 100 73 12 16 4 414 174 14 17
東京 2552 21 5 153 25 173 19 23 628 67 25 9 1 2 7 48 13 11 15 38 57 54 63 40 0 12 0--2 4 7106 8 11
神奈川 1815 15 5 135 25 144 11 5 207 60 32 19 9 1 7 60 23 10 1 58 21 29 59 35 013 3 1 3 3 67 6 12
新潟 5321 28 5 769 197 398 25 13 285 151 57 61 8 51 404 959 17 13. 2 2332 55 20 0 34 8 6 4 8125 54_57
富山 2427 5 1 732 76 323 27 19 61 80 30 2 1 1 2 88 6 4 0 1 28 2 46 1 1 29 16 0 6 11 79: 39 7
石川 2389 16 3 75276 415 44 22 80 25 46 2 0 20 46 0 7 0 17 12 3 12 7 0 43 11 0 24 12 86 95 23
福井 2186 16 1 125 340 34`1 113 14 85 50 29 15 2 7 0 22 2 70 21 7 3 21 10 1 15 23 0 20 10 72 90.13
山梨 1629 20 12 113 18 182 21 9 54 59 27 59 9 23 139 9 5 1 8.9､24 17 2 0 7 4 0 5 3 105 6 37
長野 4187 162 71 238 59 211 2 15 147 64 90 113 45 3028 409 14 25 2~38 58 24-13 21 1 12 148 12 5 169 13 29
岐阜 5354 365 231 619 414 531.87 74 342 89 13 7 83 817 8 89 2 5 0 18 32 29 20 30 4 24 23 2. 8 39 21 57 82
静岡 4163 55 201 4 76 440 30 32 280 8945 18 8 4 16 19 92 40 13 0､50 72 116 36 36 6 12 21 9 12 22 177 24.71
愛知 6524 627 395 763 200 503 43 34 426 132 121 120 9 12 12 58 911 1 14 3 8 22 11 80 0 17 7 8 12 23 207 52 73
三重 1438 13 6 79 8 6625 12110 5 11 35 2 4 0 7 1 2 0 4 12 8 2 8 0 6 6 211 0 29 0 11
滋賀 26 79 3 1 31 58 34 254 55 0173 25 46 2410 0 510 5 3 2 59 12 3 39 18 0 719 1 34 18 163 113 86
京都 2713 36 0 29 18 190 66 91 274 50 37 3311 8 5 10 2 4 1 3 1 16 3.ll 9 4 22 20 3 41 15 135 34 44
大阪 1484 2 2 24 5 69 43 9 226 7 28 1 21 0 2 5 3 2 0 28 9 0 5 18 5 37 5 1 65 3 85 5.16
兵庫 5809 45 3 85 17 491 101 137 571 91 112.66 45 7 10 23 4 12■1 141 21 1 23102 439 136 31 114 123 13 365 45 110
奈良 2092 4 5 38 20 166 193 29 96 12.45 14 17 9 26 2 2 1 0 65 13 2 6 91 16 6 2 42 3 94 3 15
和歌山 979 13 1. 3 2 83 23 3 70 19 21 1 7 0. 1 8 0 2 0 20 31 0 22■5 23 3 0 62 0 2314 26
鳥取 1066 9 1 4 2 19 2 2 35 10 5 2 0 1 1 9 2 5 0 1 2 04 6 1 3 19 33 5 4 21 4 0
島根 3076.29 1 31 4 254 17 5■3 157 35 81 31 0 4 4 19 9 B 2 23 23 0 5 3947 11 21 78 1046 98 946
岡山 2744 4 0 21 5 375 26 15 143 42 30 37 2 5 2 24 4 6 0 7 10 0 10 32 9 13 32 189 26 6 15423 27
広島 3193 181 115 2 402 16 21 141 29 44 32 2 16 516 3 2 218 15 1 10 94 105 28 16 193 10517 143 12 24
山 口 1529 13 0. 7 7 236 7 7 71 22 23 8 1 4 0 8 10 1 0 22 7 0 4 39 41 18 9′18 62 20 6 14 28
徳島 2434 40 3 28 6 285 32 15 16 19 37 103 2 12 19 27 4 3 0 128 28 0 10 13 2 19 8 28 57 3 89 19 59
香川 1630 3 1 18 4 114 23 2 36 21 60 391 4 2 7 5 2 0 32 14 0 14 16 1 14 12 35 19 4■101 3 21
愛媛 2275 9 2 3 8 6 164 19 4 54 29 53 29 3 12 9 8135 4 0 35 7 0 9 59 1 31 15 62 58 11177 9 41
高知 2843 26 0 69 8 155 24 26 26.53 81 22 11 96 21 8 23 2 2 95 1 2 0 0 46 0 2814 8 46 10204 4 47
福岡 5457 49 1 30 35 362 35 33 216 109 62 51 6 73 5 29 25 5 1 26 86 2 20 75 12 27 20 11174 28 952 09 127
佐賀. 1460 4 1 8 8 84 4 5 56 3618 28 2 29 4 11 3 2 0 40 8 4 13 41 017-2 0 8 2 329 12 37
長崎 1869 3 1 3 5 80 8 7 1004 99 18 7 62 0 7 1 4 1 35 28 1 6 25 3 24 4 2 40 9 13 2 1 35
熊本 3120 22 1 9 7131 25 877 97 77 34 23 10 1 43 3 12 3 53 43 0 15 32 1 18 79■52 6 736 39 36
大分 2928 31 3. 69 9183 23 29132 67 93160 9 20 0 12 18 6 2 92 15 0 8 32 17 21 7 443 1 7 49 7 24 3
宮崎 892 2 0 3 0 20 5_14 49 22 6 7 0 3 0 11 4 1 0 24 21 0 3 6 6 7 21 1 4 0 54 2 10
鹿児島 1岳30 1 0 30 8 43 10 17 42 35 4 14 1 31 0 39 3 1. 0 25 13 0 33 9 2 9 20 16 3 64 1 39
沖縄 18 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0･ 0 0 0 0 0 1 0 0 0. 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0
合計 120172190 21036 5592 2260 9959 1415 1507 8159 2915 1993 1902 571 741 704 3041 528 790 504 2667 1062 687 921 1448 718 864 505 863 1349 17 7151 1082 1435
大神を祭る の は岩手の大神宮や長崎県の大神宮神社, 熊本県
こうだ い じん ぐう
の皇大神宮が ある｡ こ れ らの県 で は周辺にくら べ て神明社が
少ない の で , 神明社の 別称に相当するの で はない かと考えら
れる｡
内陸型 : こ の型 に は, 大山祇, 十二 , 諏訪, 三島社が属す
る｡ 狩猟 農耕, 軍の神を肥る諏訪杜は本源が諏訪市にあり,
信越を中心に分布する(田上善夫, 2000b)｡ 諏訪杜は九州南
みなみか た
部に も多く; 鹿児島で は南方神社で も建御名方神を配る｡
大山砥社の本源は愛媛県の大三島に あり, 水軍を守護する
海の神で あるとともに, 山の精霊を総支配する神で もある｡
鎮座地から三島大明神ともよばれるが, 愛媛 に は三島社が多
く, 関東の守護と いわれる静岡県の三嶋大社も大山祇神を紀
る(川口謙二編著, 1999)｡ 岩手県で は ｢やまづみじん じ ゃ｣
に大山砥命を肥る｡ また新潟県に多い十二社は, 十二所神社
ともよばれ, 大山砥命を示巳る｡ 熊野社の末社も十二所神社と
呼ばれるが, 同社も山と関係が深い ｡ こ の よう に山に ちなむ
神を把る ことか ら内陸に多く分布すると考えられる｡
関東型 :関東を中心に東北や東海にも多数分布する(図12
上)｡ そ の 中で本源が こ の 地域に あるの は, 鹿島, 香取, 読
たけみかづちの み こと
間 の各社で ある｡ 鹿島社は鹿島大神や武神の武蛮槌命を杷
り, 平安中期に は東北に進出し, 宮城 ･ 福島の海岸寄りに多
か っ たと い われる(川口謙二編著, 1999)｡ 香取社は武神の
ふ つ ぬ しの み こ と
経津主命を配り, 鹿島社と関係が深いが, 鹿島社より南に分
布する｡ 浅間社は, 富士山頂の元宮が本源で , 大山砥命の娘
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こ の は なさくや ひ め の み こ と
の 木花開耶媛命を肥る｡ 室町時代末期から講による富士登拝
が盛んに な っ たが , 富士山の見える範囲に多い｡ ま た日枝社
の 山王祭は江戸三大祭の 一 つ で ある｡ 幕府 の庇護を受けた こ
とが, 関東 に展開した 一 因と考えられ る｡
水神杜は千葉などで ｢すい じん じ ゃ｣ とよばれる ほか, 山
神水神杜とよばれる こともある｡ 水天宮はもともと筑後川の
水神であ っ たが, 壇ノ浦 で滅んだ平家の御霊を配るよう にな
り, 安産の神として知られる｡ こ の よう に いく つ か の要素が
含まれるため, 分布は関東の ほか東海や九州にも多い ｡
中国塾:厳島, 大歳, 住吉, 賀毘 荒神社が属する｡ 近畿
から瀬戸内にかけて分布し, とくに兵庫と広島に中心をもつ ｡
こ の地域に本源がある の は, 厳島社と住吉社である｡ 厳島社
は広島県宮島に市杵島姫命を配り, 宗像神社も市杵島姫命な
どを肥る｡ 河川に 由来する航海安全の神である｡ 住吉社はか
すみの え
っ て 住吉とよばれた大阪市住吉区にあり, 墨江三神と神功皇
后を紀り, 遣唐使の海路守護が祈願された｡ ただ し厳島社お
よび住吉社は全国に も分布す る｡ 市杵島姫命は七福神中の富
貴をもたらす弁財天と同 一 視され, 神仏分離後に多くの弁財
天が厳島神社に改名された (川口謙二編著, 1999)｡ ま た住
吉社は和歌や農耕の神で ある｡ 航海安全の みならず, 農, 商,
文 に わたる霊験により, 各地 に勧請されたと考えられる｡
お お と し こ う
大歳社や荒神社は, 兵庫, 広島, 岡山に集中する｡ 大歳社
の神は須佐之男神の御子神で , 正月 に釆て家々 に配られ る年
神と同 一 神で ある｡ ｢とし｣ は穀物をあらわし, 五穀豊穣が
こう 娃の か ぐつ ちの み こ と
祈 られる｡ 荒神社の多く は素意鳴尊を把り, 火迦具槌命を配
る こともある｡ 荒 ぶ る神信仰が仏教に基づき創り上げられ ,
ま た竃神とも土地の神ともいわれる｡ こ の荒神信仰を山伏や
日蓮行者が家々 に持ち込ん で普及させ た(川口謙二編著, 19
99)｡ 賀茂社も同系列の神を配るため, 分布が似た ことが考
えられる｡ た だし賀茂杜は東日本に もみられるが , 京都の上
賀茂神社, 下鴨神社の荘園にま つ わる ことが考えられる｡
九州型 :天満宮などで , とくに北九州に分布の中心がある
(図12下)｡ 本源は大宰府天満宮に ある｡ ほ か に も北野神社
や菅原神社, また福岡県に多い老松神社でも, 菅原道真を肥
る｡ 貴船社の場合, 本源は京都市左京区にある｡ 社殿はある
が貴船山全体が ご神体で , 貴船川の川上の神と いわれ て , 祈
雨と祈暗がされる｡ 平安時代以降に民間で も信仰され , 全国
各地に勧請され た(川口謙二編著, 1999), 北九州に とくに
多い の は, 早魅 ･ 洪水害の多さと結び っ くかもしれない ｡
蛭子社は, 九州北部の はか, 日本海側を含めて西日本に多
ひるこ のみ こと
数分布する｡ 蛭子尊あろ い は漁労にま つ わる事代主命を配る
ことが 一 因と考えられる｡ 大阪で も多い の は, 七福神の 一 つ
と して市の神ともされたため の よう で ある｡
日吉社は日枝社と同 一 で あ るが , 九州で は ｢ひ よし｣ と読
ひえ た い し ゃ
む こと が多い ようで ある｡ 本源は大津にある日吉大社である｡
た だし滋賀で も ｢ひよし｣ 社が多い ｡
若宮社とは , 菓耶申に対する御子神の社の意で ある｡ 八幡社
と結び つ きが深い といわれ, 若宮社も九州北部をはじめ, 全
国に分布して い る.
Ⅴ 風宮の分布要因の検討
1 . 風神と水神の 祭帝巳の影響
八尾山地では, 風宮は谷や緩斜面の耕地上端に多くみられ
た｡ こ う した山間部で は風宮が配られ る位置は, 同時に用水
の付近で , 分水地点に あたると ころも多い ｡ 稲作 へ は風害同
様干害また水害は重大で , 五穀成就に は鎮風とともに鎮水の
祈願が欠かせな い ｡
こ の 八尾町卯花地区は, す で に天正十 - (1583) 年の佐々
与左衛門の知行目録に記され , ま た富山藩の貞享元(1684)
年の 石高書上帳に は, 下笹原, 掛畑, 宮腰, 谷(外堀), 北
谷, 下伏, 根上, 土の 名がみえ , さ ら に元禄十 - (1698) 年
の古田, 新 田高村付帳に は, 上笹原, 上黒瀬も記され て おり




記録 に残るもの で は, 久婦須谷で は掛畑用水が明暦 - 寛文
(1655- 1673)の 頃に , ま た岩屋用水が元禄十六(1703) 年
に開聖された｡ 笹原谷で は稲荷用水が天明年間(1781- 1788)
に , ま た平等用水がそ の20年 ほ ど後に作られた｡ 宮腰用水
は古くからあ っ たが, 山間部の 開聖は困難なため比較的新し
く, 嘉永七(1854) 年に宮腰まで , 文久三(1863) 年に外面
谷の田形から北の堀田, 北谷, 東坂下など へ 通L:, ま た慶応
元(1865) 年に は東の土, 下伏に通水した(重杉俊雄, 1967)0
こ の宮腰用水は桐谷の 標高260m 付近で取水された後, 宮腰
で は緩斜面上部245m 付近, 北谷 で は稜線の東側に抜け, 下
伏 にも緩斜面最上部240m 付近に引かれ て い る｡
宮腰で は通水を期して用水の神が肥られた｡ また延伸の起
点の 田形と根上の竜 ヶ峰 に は, 大正14年に 流水の分配を主
みくまりのかみ
宰する水分神が把られた(重杉俊雄, 1967)｡ こ の よう に水
神を示巳る社の起源は明瞭で ある｡ ま た近隣の集落間で も, 冒
腰 に は用水の神, 外堀 には風宮というよう に分けられ, さ ら
に下伏で はそ の不吹堂の祭りの ほ か に, 宮腰の用水の神に も
総代が詣るなど, 風神と水神の 区別も明瞭で ある｡
と こ ろで , 久婦須谷は掛畑付近やさら に桐谷で は著しく風
が強い と いわれる｡ 実際に卯花村で は多くの風害が記録され
て い る(表3)｡ 風災は18世紀末から19世紀初に多いが , い
ずれ にせ よ こうした風害が度重なる中で , 風神を配り強風災
害除の祈願が行われたもの と考えられる｡
表3 卯花村付近で の風害
正徳 四(1714): 富山蕃山万 一 帯 で 風害, 稲作被害｡
天文 四(1739): 八月六E]o 南風 で 小井波村 の 中稲 に風害.
安永元(1772): 晩稲 が風害 ･ 水害｡
天明四(1784): 八月朔 日, 十七 ･ 八 日 に富山蕃山方及 び野積
で 風害｡
寛政三(1791): 八 月六 日 に北 の 暴風雨, 二 十 日 に南 の 暴風｡
享和二(1802): 八 月七 日南 の 暴風｡ 前 日 の 六 日が 二 百十 日｡
文化十 - (1814): 七月, 南風 で 中稲 ･ 晩稲 に被害｡
文政六(1823): 十月, 風害｡
文政八(f825): 十月, 北 の 大風｡
天保七(1836): 八月十三 日昼頃, 大暴風雨｡ 作物が 吹き ちぎ
ら れ る｡

















図11一 上 中部型 (神明社の 分布)
秋葉 ･ 津島 ･ 神明と ･ 若=jJ ･ 八 胤 さらに春日 の 各社が含まれる｡ 神明社の割合は , 宵山周辺 で全国 - 涌 い o 神明
と は天照大神の ことでき-∵ 廉京に多い天祖神社も天照最大神 を薪巳り, 長野県で は伊勢神社に天照農大神を経るo 戦国時
代末期から飛神明の勧請が - -時期施行し! 広域に展開したo
図11一 下 全国型 (稲荷社の 分布)
愛息 稲鼠 熊取 琴平, 山, 塵太 の各社が含まれ るo 東京や大阪の周辺で は, そ の割合が著 しく高い o 伏見稲
うかの みたまの かみ
荷神社をは じめ稲荷社では ･ 五穀を司る食稲 魂 神などが配られ , 稲霊信仰に結び つく{ , 多くは無格社や屋敷神 であ




























園12一 上 九州型 (天満宮の 分布)
蛭子 , 貴船 , 天満, lヨ 乱 若宮を含む o 天満宮は全国的に分布するが , と くに九州北部に集qlするo 天神社と菅原
道責を経る天満宮は l も とは別であ っ たo 仏教では天蔵 ･ 地蔵と同様に天神 ･ 地神があ り, また高天原の神である天
神と葦原q 咽の 地祇や声上神と地母神などの信仰があり, 仏神をJll
-
Eっ た 葺駄天社が天神と呼ばれ るようになるも の も
あ っ た ｡ 菅原道真は没後に京都北野の 天神嗣 の傍らに天満大自在天と して成られ , 道寅 の 霊 を慰める御霊信仰や落雷
の難を免れ る雷神信仰が結び つ い て全国に広ま るうちに , 本来の 天神信仰が薄れてい っ た D
囲12一 下 関東型 (八坂社の 分布)
鹿島! 香取, 八坂, 水, 浅間! 日枝社を含む o 八坂杜は , 関康平野に広く分布するo もともと京都東山に八坂社 ,
牛頭天王社 , 祇園寺があり , ともに祇園会あるい は夏祭りを した . 本地垂迩にある牛頭天王と八王子や索蓋鳴命が碓
られるo 疫病 の 流行は失脚 した貴族の 怨霊の崇りとされ , それを慰める のが御霊会であ るが , 祇園 の御霊会は旧六月
十五 日で疫病や病虫害の流行期で あるた め , 疫病を鎮め る神とされて 祇園信仰は全国に広まる｡ 江戸時代までは天王
社と呼ばれ て い た が , 神仏分離後に八坂神社! 八雲神社き 氷川神社と改称されたと こ ろが多い o
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富山平野周辺 の 風宮の 分布 とそ の 要因
にんぷ
さ らに , 八尾山地西部の仁歩や野積で は, 旧八月 一 日か ら
三 日を風の盆 ･ 風の祭りと い い , 大長谷でもフカ ン ド の祭り
をして い たo 大正年代に は二百十日 に ニ ワ カ と い っ て 男達が
編笠をかぶり, バ ン ドリ を着て 町を歩い た｡ 各家で は赤飯 ･
う どん ･ 素麺 ･ お はぎを作 っ た(伊藤曙覧･ 杉原節雄, 1967)｡
この ような風宮や不吹堂をめぐ っ て の祭りは, さ ら に八尾町
のおわら風の盆 へ と変容して いく｡ た だし不吹堂の祭りは二
百十日 で なく 6月 などに も行われ て い る｡ こ れ ら の起源は,
風の盆と は異なる ことが考えられる｡
2. 風堂と神章の石や樹木
久婦須谷の上黒瀬で は, 合示巳される以前の風宮の故地に ,
風堂と い う石が遺され ており, ま た合示巳先の八幡社もか っ て
社殿をも･たず樺を押葉として い た｡ こ う した石や樹木の神賓
は, 西隣の笹原谷にもみ られる｡ この別荘川に沿う上笹原村
だ いら
で は, 上流の 中尾に天満宮, 平等 に 日枝社, 下流の清水に神
明社があり, 菅原道真, 大国主命, 天照皇太神, が示巳られる｡
一 天満宮と日枝社は4月5日が祭り で , 以前は八尾町下新町
の八幡社宮司が釆て いた(富山県神社庁, 1983)0
中尾付近から, 宮腰ま で仕事の折に風の神に詰 っ た こ とが
あると いう｡ ま た笹原谷の上流に ある小井波で も, 風が強く
て風 の神を肥 っ て い たが, そ の跡はなくな っ たと い う｡ 笹原
谷に は風神は肥られなか っ た ようで あるが, 周辺に は出かけ
て い た｡
平等の 日枝社で は, 4月5 日と10月22 日が祭り で , 富山市
だい ら
呉羽 の姉倉比売神社宮司が来る｡ 平等の 隣の古宿で は, 別荘
川右岸の低位段丘上標高Ⅰ90m 付近に杉を肥る(図7)｡ 歯の
痛い の が直ると いわれ ており, 付近で は松の木も肥られ て い
る｡ なお前述の ように下伏の粟島社で も, 歯の神が示巳られて
い た｡
きちじま
古 くは延長五(927) 年の延書式に よれ ば, 魚津市吉島の
たて いわか っ
建石勝神社で は立石が信仰対象とされ て い た (久保尚文,
1978b)｡ 各所 に残る古宮とい われるも の の 多く はt も とも
と社殿などの建造物もなく, 境域内の天然物を御神体として
い た(卯花村史編纂委員会, 1951)｡ 八尾町で ははか に も,
諏訪町の諏訪社は境内の樹木, 中神通の神明社は榎, 同稲荷
社は松 , 岩島 の 八幡社は神木, の よ う に 樹木が神体とさ
れ, 葛原の矢坂社, 猟師 ヶ原 の熊野社, 下田池の天神社で は
立石を神実とし, 西松瀬の八幡宮も享和元(1801) 年に木製
神像と社殿を作るま で , 石を神実と して い た(杉原節雄,
1967)0
この地域で は社殿があ っ て も境内に は必ず立石が あり, 石
を神賓として い た こ と に かかわると考えられ る｡ 上新川 ･ 婦
負郡で は, 昭和17年の 神社明細帳(富山県, 1978a, b)より
集計すると, 社殿をもたず樹木や石などを神葦として い たの
は42社に の ぼる｡ こ の う ち樹木と石は同数で , 樹種は杉が
多い ｡ とくに新保村に は18社があり, 扇状地に も多か っ た｡
と こ ろで魚津市金浦町の場合, 素蓋鳴尊を肥る杵築神社が,
猛風雨鎮静の ため に勧請された の は文政年間(1818- 1830)
で ある(広田寿三郎, 1971)｡ 慶応元(1865) 年の記録に よる
と, 大山町有峰の西谷宮に 二十 一 社大権現と風宮が杷られ て
い たが , そ の後 二十 一 社大権現は神明社に転化され, 風神は
お ぎ なみ ご ぜ ん や ま
豊受大明神に転化され た｡ 折谷 でも, 小佐波御前山(754m)
の 強風を防ぐため に , 舟瞬の 分社と して 明治30年より フ カ
ン堂の風神を奉斎して いる｡ 桑原 にも風神を杷 っ て お り, 人 々
は婦負郡の牛獄社の風神と同じく, ス ナ ト ベ の神 にお祈りし
た(大山町史編纂委員会, 1964)0
八尾町掛畑で , 風宮が社殿に合肥された の は明治42年で
あ っ た｡ 舟瞬や下伏で も同様に これら は社殿の創建にあたり,
それ以前には風堂の ような石や樹木が神葦と して , 風神が肥
られ て い たもの と考え られる｡ ま た本来の風の神から この 頃
大きく変容したよう である｡
3. 風宮と山岳信仰との かかわ り
神通川流域で は石や樹木が神賓とされ るほか , 山岳信仰も
みられる｡ 小矢部市, 福岡町, 城端町, 高岡市など で も多く
の両や樹木を対象に し, そ こ に 山の 神が示巳られる(宇治 伸,
2000)｡ 山の神は春か ら秋に は田 の神 になり, ま た稲作 へ の
風害をもたらす風は山か ら吹く の で , 山岳信仰と風神信仰に
は深い っ ながりがある｡
八尾山地で は, 牛療社をはじめ熊野社や白山社の 山岳信仰
がみられる｡ 牛森杜で は大己貴命や素蓋鳴尊を配るが, もと
は自然神で牛療そのもの を肥 っ て い た(杉原節雄, 1967)0
すなわち これらの神は, か っ て牛獄に鎮座したと いう高瀬神
社で配られるため, 後世に兼帯の神職に よ っ て , ま た牛頭天
王にちなん で比定されたと推定され て い る(小倉 学, 1984)0
また牛森の名はそ の雪形に ちなむが , 農事の指針となるため
稲作とのかかわりが深い｡
牛療 の南方で婦負, 砺波, 飛騨 の境に ある金剛堂山も, 山
岳信仰の対象で あり, 文武天皇の頃(697- 707) 役小角が開
山したと い われる(石崎直義, 1984)｡ 前述 の よう に八尾山
地には伊須留岐比古神社があり, 明治初め に同じ山岳信仰の
熊野杜に改称された｡
ま た下笹原, 上笹原の 旧家の多くは, 上流の小井波か ら出
たと いわれる(成瀬昌司, 1967a)｡ こ の地域で は, み な山か
ら入 っ て くると いわれ , 山か ら開けた｡ すなわち山と の結び
つ き の深い地域で ある｡
こ れ らの よう に山との つ ながりが深く, 多くの 山々が広く
信仰の対象とされた｡ こ こ で , 山の神は風の神と多くの共通
点をも っ ため に , 山の 神が杷られると ころでは風の神 へ の祈
願が山の神に なされた ことも考えられる｡ 実際, 大山町では
牛執ま風の神と目され て い る(大山町史編纂委員会, 1964)0
山岳信仰の神社に付近に風宮はみられず, ま た合把される こ
ともな い の は, 山の神と風の神の共通性に よる ことが考えら
れる｡
4. 風宮と神社の変遷の 影響
八尾山地にみ られるよう に , 風宮は合杷により, 以前の形
とは異な っ て きて い る｡
′
風宮 に つ い て創建, 移転ある い は廃
止など明らか で はな いものが多い ｡
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神社は延書式に は4132社が記され るが(表4a), こ の他 の
も のを加えると, お よそ3万余杜あ っ た と推定され て い る｡
越中で は, 前述の よう に延宝二 (1674) 年より, 奉仕兼帯者
の神主から杜号祭神書上帳の類が提出されて い る(表4b)0
その 後は書き改められな い の が普通で, こ う した書上や明治
初年に提出の届書をもと に , 明治13年頃に神社明細帳が作
成された(小倉 学, 1984)｡ 近世 にはおよそ村に みあう数の
神社があり , 明治12年の直前調査で は, 19万3000社と い わ
れる｡
こ の後, 明治39年末か ら神社合面巳 整理 があり, 昭和18
年に は無格社整備が あ っ て , 終戦ま で は11万社ほ ど で あ っ
た(表4c)｡ さ ら に昭和21年に宗教法人令が改正され て , 秤
社庁(本庁)が発足し, 以来8万余社とな っ て い る(表4d)0
本論 で は本社の ほ か に境内社も集計したため, 合計 で は12
万余社とな っ た(表2)｡ 戦前 の無格社の かなりが合肥, 整
理されたが, 境内杜として存続したため類似の数とな っ た こ
とが考えられる｡
仏教系寺院が多数の宗派に分かれるの と異なり, 神社はも
ともとそれぞれが毒虫立して い るため, 宗教法人とな っ た戦後
よりも前の状態を把握するの は困難で ある｡ 新たな神社が創
建されるの は例外的で , 近隣の神社が合併して新し い名称に
変わ ･1 たり, 過疎化により神職の本務社に合配され て元の社
名が失われたりした｡ そ の ため, 古くか らあ っ た風の 神を把
る両などが, 明治以降に移動, 合肥など急速に変遷し, ま た
同様に風の祭把が, さまざまな神社で行われるよう にな っ た
と考えられる｡
表4 神社数の変遷
a) 延長五(927) 年 『延書式』 計 4132社
五 畿内中心 の 官幣大社
他諸国中心 の 国幣大社










官幣大社 62, 中社 26, 小社 5, 別格官幣社 28
国幣大社 6, 中杜 47, 小社44 計 218社
府県杜 1148, 郷社 3633, 村社 44,934
無格杜 59,997

















仏教系, キ リ ス ト教系, 語数系 の 神社
｣ 都道府県知事所轄, そ の 他, 単立宗教法人 の 神社
寺院, 教 会, 布教 所, そ の 他
※ b), c)は薗田 稔(1985), d)は文化庁(200)よ り集成
5. 主要社の広域 へ の展開の 影響
風宮は, 八幡社ほかさまざまな神社に合把され て い る｡ 古
莱, 地域の人 々 に より氏神や地主神が配られたが, 平安初期
以降に は霊威の ある神々が各地に勧請された｡ 地主神は, 痩
い まきの か み
釆神や今釆神に母屋をわたし, 末社の形をとるように な っ た
(岡田荘司, 1985)｡ 前章の よう に有力な神社は各地方に展
開して おり, 風神の祭把に も影響した ことが考えられる｡
現在の神社分布に至る に は, さ まざまな経緯がある｡ 8世
紀中葉からの神仏習合により , 寺院の鎮守として東大寺に八
幡宮, 法隆寺に龍田神社, 比叡山延暦寺に 日吉神社, 高野山
に ぷ つ ひ め
金剛峰寺に丹生都比売神社が勧請された(上田賢治, 1985)0
こ う した神仏習合も絡んで , 神社領には本社を分配し, 寺院
領に は本寺の鎮守神が勧請される｡ ま た国司 ･ 領主の 荘園に
も氏族の鎮守神が勧請される｡ 平安末に は, 二 十二杜が有力
な神社で あ っ た(表5)｡
表5 平安時代末期の 二十 二社
上七社 : 伊勢 ･ 石清水 , 賀茂(上･ 下), 松尾, 平野, 稲荷,
春 日
中七社 : 大原野, 大 神, 石上, 大和, 広瀬, 龍 田, 住吉
下八社 : 日吉, 梅宮 , 吉田 , 広 田, 祇園, 北野, 丹生川上,
貴船
土岐昌訓(1985) より
鎌倉時代に は, 清和源氏の氏神の八幡神が, 幕府や東国武
士の 中心的信仰となり, さ らに全国の領地に勧請された｡ ま
た諏訪, 妙見, 熊野, 祇園, 天神な ども武士により広められ
た(岡田荘司, 1985)｡ 室町期か らは村落の農民などに より,
勧請されるよう に なる｡ 中世末か ら近世初にかけて 開かれた
村で は, 神明, 天神, 稲荷などの 農耕神が多い｡ 近世 では学
問, 商売, 火難除, 疫病除, の神が庶民の崇敬を得て いく｡
天神 ･ 雷神は雨をもたらす農耕神で もあるため, 地方 にも広
ま っ た(岡田荘司, 1985)0
鎌倉時代以降に は寺院に なら い , 八幡, 神祇, 春 日, 諏訪,
熱田, 熊野, 談山, 天神, 稲荷, 日吉, 丹生, 清滝, 猿投な
お し
どの講が作られた｡ ま た御師により伊勢や熊野講も組織され,
伊勢の神は農耕神として後に は福神的性格ももっ よう になり,
飛神明 ･ 今神明と いう形で広められた｡ 北陸では修験者によ っ
て立山講や白山講なども組織された｡
うか のみ たまの か み と よ う けひ め の か み
稲荷社は食物や蚕桑を司る倉稲魂神, 豊宇気比売神を配る
が, そ の初午の祭りは山の神が里に降り て田 の神に なる頃で
あるため, 農村で容易に受容され, 稲荷社 へ の改名がすすん
だ｡ 近世 には殖産興業, 商業, 漁業の神として , 都市に も広
ま っ た(岡田荘司, 1985)｡
現在でも, 風宮と不吹堂, 風祭と風の盆, と い うよう に ,
鎮風祈願には神式, 仏式の要素が混交しており, 神仏習合の
あとをの こす｡ ま た風の神 に山の神や田 の神の要素が含まれ
る ことは前述のとおり で ある｡ そ の ため風の神が配られる地
方では, 山の神や田 の神も多数配られる｡ た だし地方に展開
した神社は, 当初は農耕神として の神格がなくても後に は備
えるよう にな っ た｡ こ う した変容に より, 風の神が全国各地
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で配られると同時に , それぞれ の地方に展開して いるさまざ
まな神社と結び つ い たと考えられる｡
Ⅴ おわり に
本論で は, 八尾山地を例に風宮の立地か らそ の風災などと
のかかわりを調 べ , ま た神通JH 流域や富山平野周辺の神社の
分布と風宮分布との類似性を明らか にし, さ ら に全国の広域
社の 分布から風宮と各地方で異なるさまざまな神社との関係
に つ い て検討した｡ 風宮で は本来風鎮祈願がなされるが , 覗
在の分布には局地的にも広域的に も異なる要因がかかわ っ て
おり, ま た古代以来, 明治以降に おい て もそ の関係は変化し
た｡ 本論で の成果をまとめると以下の よう で ある｡
a) 風宮は古くからの 祭紀の形を遺し て い る｡ 風堂 にみ られ
るよう に立石が神責とされ, ま た砂を神賓とすると い うの も
同様で あると考えられる｡
b) 風神の肥られると ころ には水神も配られ て い る｡ しかし,
両者は異なる祈願の対象で あり, ま た杷る人々が集まる範囲
も異なり, 明瞭に区別され て い る｡
c) 風宮が分布する地域は山麓や山間で , 山の神が示巳られる
範囲でもある｡ 山の神は風の神ともみなされ ており, 特定 の
山岳を対象に した信仰の あると こ ろで は, 風宮として は肥ら
れな い場合がある｡
d) 風宮は多くの神社と同様に , 合把や神社名改称等の影響
を受けてきた. 風神は稲作が行われると ころで杷られて おり,
五穀豊穣を祈願する神 へ の 転化もみられる｡
e) 風宮を配る神社の 由緒は明らか でな い もの が多いが, 主
要社がさまざまな形で勧請され て広域 へ 展開する中で変遷し
たとみられる｡ 藩政時代に も寺社政策の影響が あり, ま た,
隣接地域との 交流の影響が強くみられる｡
こ れ らの風宮にかかわるさまざまな特色から, 風神は古く
か ら氏神などとともに配られ て おり, そ こ に 八幡社や後に は
神明社が勧請される中で変遷した ことが考えられる｡ 近世 に
は霊験ある い は神徳 へ の 理解も変容し, 地域 に はさまざまな
神社が展開する｡ それぞれ に異なる神徳の神々が杷られ , 也
域の人々は崇敬する各社に詰るよう になるが, 災害, 離村等々
で合杷などが行われると, 風神や風宮の由緒も不明に な っ て
い っ た こ とが考えられる｡
なお風祭は, 6月や9月に行われる｡ 祭り に は春秋の 農耕
に関する氏神系の 祭りと, 夏の怨霊を慰める御霊系の祭りが
あるが, 風祭が現在異なる季節に行われる こと に は, 風宮 へ
と同時にさまざまな要因が影響して いるよう に考えられる｡
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